
 

   

 
 

 

 

 

 

 

 

  

  

皆様のご意見をお寄せ下さい。 

 

 久屋大通の再生（北エリア・テレビ塔エリア）に 

向けた整備の考え方をお示しし、市民の皆様を始め 

多くの方々のご意見を参考にしながら、 

計画づくりを進めていきます。 

 

（受付期間 ： 平成 26 年 10 月 1 日～12 月 26 日） 

名古屋市 
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平成 39 年度（2027 年度）に予定されているリニア中央新幹線の開業を 1 つの

機会ととらえて、栄地区のまちづくりを進めていく基本方針として、平成 25 年

（2013 年）6 月に「栄地区グランドビジョン～さかえ魅力向上方針～」を策定し

ました。 

グランドビジョンでは、３つの方針の１つとして「公共空間の再生」を掲げ、栄

地区の特徴ともいえる豊かな公共空間を、名古屋大都市圏をけん引するような国際

競争力を有する魅力と活力にあふれた新たな交流空間へと再生していくこととして

います。その中でも、特に錦通以北の「北エリア」と「テレビ塔エリア」は早期に

事業完了を目指すこととしています。 

戦後の復興土地区画整理事業によってつくられた久屋大通は、栄地区を南北に貫

く、本市を象徴する 2 本の 100m 道路の内の 1 つです。 

その中央に位置する久屋大通公園は、歴史的にも文化的にも名古屋大都市圏の近代

を代表する公園であり、これまで 40 年余に渡って、多くの方々の憩いの場として、

親しまれています。 

 １ 久屋大通について 

 

 

 

 

２ 栄地区グランドビジョンについて 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
  

エリア別の空間イメージと達成目標 
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３ 久屋大通の再生（北エリア・テレビ塔エリア）に向けた 

整備の考え方 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

（１） 久屋大通の目指す姿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

ひと塊の空間 

 

栄地区の中心的な存在とし

て、沿道と公園、地下街も含

め、相互に行き来のしやすい

「ひと塊の空間」 

にぎわいや憩いの空間 

 

市民や観光客など、多くの

人々の集いや活動の場とし

て、持続的に利用されるにぎ

わいや憩いの空間 

自動車利用者と歩行者

との両立 

栄地区全体のゲートゾーン

として、自動車利用者と歩行

者との両立 

歩いて楽しい空間 

 

栄地区のシンボルストリート

として、快適で上質な、利便

性が高く歩いて楽しい空間 

シドニー広場 

いこいの広場 

南京広場 

リバーパーク 

ロサンゼルス広場

テレビ塔 

久屋大通公園駐車場

さかえ川 

もちの木広場

彫刻の庭 

現況図

外堀通 

桜通 

錦通

セントラル 

ブリッジ 
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・テレビ塔のシンボル性を活かした、多くの人々

を惹きつける文化・交流、飲食、物販などの 

施設や、安らぎの空間に調和したカフェなど 

の便益施設を導入 

・久屋大通公園駐車場などのスペースを、様々 

なイベントに活用しやすい交流の広場や、開 

放的な憩いの広場として整備 

・沿道と公園との距離感を縮め、南北の周遊性 

向上を図るため、公園側に訪れやすくする広 

場や園路の整備、東西を連絡する道路の公園 

化などにより、公園の拡大を実施 

・来訪者の利便性向上や、新たな人の流れを誘 

導するため、駅改札近傍において、エレベー 

ターやエスカレーターなどの昇降機能を集約 

し、地上と地下をつなぐ拠点として整備 

（２） 整備イメージ 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 空間活用の一体化 

② 地上・地下の連続性向上 

③ 魅力的な集客施設の導入 

④ 使いやすいイベント空間や憩いの空間の整備 
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・良好な緑の育成による明るく見通しのよい景

観の創出を図るため、公園樹木や街路樹の間

伐や、植樹等の改良を実施 

・人にやさしく利用しやすい空間づくりのため、主要な動線となる園路の高低差緩和

や、路面改良を実施 

・高齢者や子供連れなどの上下移動のバリアを解消するため、駅改札近傍において、

地上部と地下空間をつなぐ昇降設備を設置 

・災害時には避難者を受け入れるオープンスペースとして広場を整備するとともに、

避難者支援に必要な設備を設置 

・避難しやすい公園として、公園を拡大し、アクセス性を向上 

・効率的な運営や満足度の高いサービス提供を図るため、民間事業者のノウハウを活

用した手法を採用 

・魅力ある施設整備や運営・管理を持続的に行うため、民間資金等を活用 

・地域のまちづくり団体や地権者等が一体とな

って、地域の美観維持やにぎわいの創出を主 

体的に行うエリアマネジメントの導入を促進 

・持続的なエリアマネジメント活動に必要な資

金を獲得するため、オープンカフェの拡充や 

広告の設置、企業協賛等による花壇の設置な 

どの導入の仕組みづくりを支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 良好な樹木環境の整備 

⑥ ユニバーサルデザインの視点による人にやさしい空間の整備 

⑦ 広域避難場所としての防災機能強化 

⑧ 民間活力の導入による持続的な運営・管理 

⑨ エリアマネジメントの導入促進 
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＜問い合わせ先＞ 

名古屋市住宅都市局都心まちづくり課 

（〒460-8508 名古屋市中区三の丸三丁目１番１号） 

電話番号 ：（０５２）９７２－２７４６ 

FAX 番号 ：（０５２）９７２－４１７１ 

電子メール：sakae-project@jutakutoshi.city.nagoya.lg.jp 

応対時間 ：月曜日～金曜日（祝日及び年末年始を除く）8 時 45 分～１７時 15 分 

 

※栄地区グランドビジョンは市ウェブサイトでご覧になれます。栄地区まちづくり  検索


